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この度は弊社製品をお買い上げいただき誠に
ありがとうございます。本取扱説明書に従い
安全にお使いください。
この説明書は製品の使いかたと、ご使用上の
注意を記載しています。製品のご使用前に必
ずこの取扱説明書を読んでください。お読み
になった後も、いつもそばに置いて、わから
ないときにご再読ください。

企

●梱包内容をご確認いただき、不足、破損の
ある場合は、お求めの販売店もしくは弊社
までご連絡ください。

●第三者に譲渡・貸与される場合も、この説
明書を必ず添付してください。

●本製品に関するお問い合わせは、お求めの
販売店もしくは弊社までご連絡ください。

●はしごは、正しく使われていないと転倒や転落の危険があります。お使いになるときは、
はしごの安定した状態を確認してください。

●はしこ‘は、昇降面の左右方向に転倒しやすいので、十分注意してお使いください。
●はしごを使うときは、大人の補助者がはしごをしっかり支えて、転倒や転落しないように、

十分注意してお使いください。
●この取扱説明書に書かれた使いかた以外の使用方法や注意事項を守らずに、事故を起こさ

れても責任を負いかねますのでご了承ください。

各部のなまえ
本取扱説明書に記戟の製品のイラストは、
例としてWSK33を使用しています。

穴隠しキャップ

＆危険・使用上の注意・
角度指示ラベル
(ALA-79-0) 
※WSK33·36·39のみ貼付
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△危険・使用上の注意・

角度指示ラベル
(ALA-79-〇）

寄せるときはラベルナンバーを
い。

滑り止め用端具 ジグ＼＼＼＼｛／ 2.ラベルナンバーはラベルの右下に記載されて
います。

3.ラベルナンバーの0は、改訂ナンバーです。

はしごにはオプションの手すりを
取り付けることができます。
手すりについての詳細は、階段は
しさWSK型用手すりの組打説明書
をご確朦ください。

図は左側に取り付けた場合です。
必要に応じて右側にも取り付け
ることができます。

〈取り付け例〉

WSKT1 

安全上のこ注意

●使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読
みの上、正しく使用してください。

●人への危害、財産の損害を防止するため、必
ずお守りいただくことを説明しています。

設置場所について I 
※設置する前に、必ず本製品の点検を行って

ください。（裏面「ご使用前の点検」参照）

心危険

企認牛 「
言に

死亡や重傷を負うおそれ
がある内容」です。

企注意

閉

y

「死亡や重傷を負うおそれ
が大きい内容」です。

「軽傷を負うことや、 財産
の損害が発生するおそれが
ある内容」です。

お守りいただく内容を次の図記号で説明し
ています。

® してはいけない内容です。

◎ 知しなければならない内容です。
-----------------------------------------------------------------

く絵表示について＞

警告表示の要点が 一 目で理解できるよう
に、警告ラベルの中で絵表示を使用してい
ます。絵表示には下記の意味があります。

感電のおそれがあることを示し
ます。

バランスをくずして、左右方向
への転倒や転落のおそれがある
ことを示します。

1 使用条件

| ＆危険 | 
◎設置するときや持ち運ぶ に)

ときは、 配電線、 周囲の人
や物に注意する。
感電や器物損傷などのおそれがある。

I ＆警告

®階段はしことしての用途以外の使い
かたをしない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

®改造 ・ 分解しない。
本製品の破損による転倒、転落のおそ
れがある。

◎本製品に異常がある場合は、 手直し
や補修などをせずに使用を中止する。
転倒や転落のおそれがある。

◎使用前には必ず点検を行い、 異常の
有無を確認する。
ケガや器物損傷のおそれがある。

®破損や変形した本製品は使用しない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

◎本体表示ラベルに記載している最大
使用質量の範囲内で使用する。
転倒、転落や本製品の変形などのおそ
れがある。

®体調不良や安静を要するときには使
用しない。
身体のバランスが保てずに転倒や転落
のおそれがある。

®子供や取扱説明書·ラベルの内容が
理解できない人には使用させない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

◎ はしこを使うときは、 必ず大人の補
助者がはしこを支える。
転倒や転落のおそれがある。

◎ 足元をよく確認しながら昇り降りする。
転倒や転落のおそれがある。

®ぞ共が使用できる状態で放置しない。
転倒や転落のおそれがある。

I 企注意

®本体に貼り付けているラベルがなく
なったり、 読めなくなったりした場
合は、 製品を使用しない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

®本製品を引きずったり、投げたり、乱
暴に扱わない。
変形や破損のおそれがある。

◎持ち運びは、 はし己の両端を 2 人で
持ち、 ゆっくり慎重に行う。
ケガや器物損傷のおそれがある。

®運搬時にロ ー プなどで固定するとき
は、 強く締めつけすぎない。
変形や破損のおそれがある。

◎本製品を他者に貸すときは、 取扱説
明書も合わせて貸し出す。

使用前の準備 I 

◎
 

® 

◎ 

＆警告

はしこの昇り降りに適した服装で使
用する。
ケガや器物損傷のおそれがある。
●作業帽（ヘルメット）などを着用。
●サイズのあった動きやすい服を着用。
●荷物があるときは、背中に背負う

などして、両手を使えるようにする。
●運動靴など、滑りにくい靴を着用。

バランスをくずすような大きな荷物
を持って、はし己の昇り降りをしない。
転倒や転落のおそれがある。

踏ざんにグリ ース ・ 油 ・ 泥 ・ 雪 ・ 水 ・

ペンキなど滑りやすいものが付いて
いないか確認し、 付いている場合は
きれいに拭き取る。
ケガや器物損傷のおそれがある。
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＆警告

本製品が不安定になる場所や状態で
設置しない。
転倒や転落のおそれがある。

周囲に危険なものや、 障害物がある
場所には設置しない。
転倒、転落や器物損傷のおそれがある。

風雨の強い状況で使用したり、 放置
したりしない。
転倒、転落や器物損傷のおそれがある。

滑りやすい場所に設置して使用しない。
転倒や転落のおそれがある。

振動の激しい場所では使用しない。
転倒や転落のおそれがある。

ドアなど出入り口付近で使用しない。
ドアが当たったり、人が通ることで転

倒や転落のおそれがある。

本製品は、以下のような場所に設置してお使
いください。
●平坦で安定した場所
●滑りにくい場所
●はしごが埋もれない場所
●足元や周囲がはっきリと見える明るい場所
●周囲に危険なものがない場所
●昇り降りに支障のない姿勢で使える場所
●雨や水のかからない場所
●強い風を受けない場所
※設置後、ガタッキがないことを確認してく

ださい。
※ガタッキがある場合や上記のような問題が

ある場合などは、移動して安全な場所でご
使用ください。

使用するとき I 
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◎ はしこを立て掛けるときは、 はしご
が正面から見てまっすぐ（水平な地
面に 90 度）になるように調整する。
転倒や転落のおそれがある。

®はしC＇を水平にして使わない。
転倒や転落のおそれがある。

®建物のはりや突き出た壁に、 はしこ
の先端を立て掛けて使わない。
転倒や転落のおそれがある。

®電柱や木など丸い物には立て掛けな
い。
転倒や転落のおそれがある。

®高さ調節のために台や箱の上に乗せ
て使用しない。
転倒や転落のおそれがある。

®繹品の支柱から身体を乗リ出さない。
転倒や転落のおそれがある。

®同時に 2 人以上乗らない。
転倒や転落のおそれがある。

®本製品を背にしたり、 手放しで昇り
降りしない。
転倒や転落のおそれがある。

®使用中に本製品の上で壁や物を無理
に押したり引いたりしない。
転倒や転落のおそれがある。

®はしこと建物の接点より上の踏ざん
や支柱に、 体重を かけない。
転倒や転落のおそれがある。

®建物の壁に立て掛けた場合は、 はし
こでの上から 3 段目以上の踏ざんには
乗らない。
転倒や転落のおそれがある。

®本製品から飛び降りない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

◎ はしごと屋根の間を乗リ移るときは、
はしごがずれないように注意する。
転倒や転落のおそれがある。

®屋根の上からはしご を移動しない。
転倒や転落のおそれがある。

＆危険

はしご の立て掛け角度は、 ラベルの
表示に従って、 約 60 度または約 70

度にする。
転倒や転落のおそれがある。

＆警告

はしこを起こしたり、 倒したりする
場合は、 2 人で行う。
ケガや器物損傷のおそれがある。

建物の屋根などに立て掛ける場合
は、 はしごと建物の接点が、 上から
2段目と3段目の踏ざんの間になる
ようにする。
転倒や転落のおそれがある。




